
                                 今回は児童アンケートについてお知らせします。 

 

問 児童アンケート 
①そう思う   ②どちらかというとそう思う  

③どちらかというとそう思わない  

④そう思わない  （グラフは左から①～④の順） 

１ 学校は楽しいですか 

 

 

２ 学校の勉強はよくわかっていますか 

 

 

３ 先生や友だちの話をしっかり聞くことが 

できましたか 

 

４ 進んで発表することができましたか 

 

 

５ 勉強がわからないときに，きくことが 

できますか 

 

６ 宿題は，きちんとできていますか 

 

 

７ 家庭学習【自主学習】をしていますか 

 

 

８ ゲームやスマートフォンなどを 1 日に 

どれくらい使っていますか ※ 

 

９ 家や学校で読書をしていますか 

 

 

10 クロームブックを学習で使うのは楽しいで

すか 

 

11 わくわくタイム，集会は楽しいですか 

 

 

12 学校のきまりを守っていますか 

 

 

13 自分からあいさつをしていますか 

 

 

14 いじめが起こらないように，気をつけていま

すか 

 

15 自分には，よいところがあると思いますか 

 

 

16 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 

 

 

17 将来の夢や希望はありますか 

 

 

18. 朝ごはんを毎日食べていますか 

 

 

19 すいみん時間をしっかりとることができて 

いますか 

 

※ 設問８の選択肢  ①０～１時間  ②１～２時間  ③２～３時間  ④３時間以上 

～学校・保護者・地域をつなぐ学校だより～ 
令和６年９月１９日 



【児童アンケート】も，保護者アンケートと同様，全体的には肯定的な意見が多く，「そう思う・どちら

かというとそう思う」と答えた割合は多いです。９２．３％の児童が「学校を楽しい」（問１）と感じ，「わく

わくタイムや集会」は９７.１％の児童が楽しい（問１１）と感じています。また，「クロームブックの活用」

は９２．２％の児童が楽しい（問１０）と答えており，いずれも高い水準を保っています。 

学習面では，「勉強はよくわかる」９０.３％（問２），「しっかり話を聞くことができている」９１.３％，

（問３ ）「進んで発表することができている」７7.６％（問４）という結果になり，肯定的な回答は昨年

度より，若干減ってはいますが，子どもたちの普段の学習態度はおおむね真面目で，落ち着いて学

習に取り組んでいます。 

一方，「すいみんがとれていない」と答えた児童は１２.６％（問１９）で，前回とほぼ同じでしたが，

「ゲームやスマホを２時間以上している児童は３３.０％（問８）となり，昨年度より１０％ほど減りました。

さらに，家庭学習や読書の取組について，「家庭学習をしていない」という児童が２1.４％（問７），と，

少し減り，保護者アンケートとは意識のずれる結果となりました。また，「読書をしていない」という児

童は８.７％（問９）と，こちらも１０％近く減りました。今回のアンケートでは，このように改善された項目

が多く，子どもたちが意識してがんばっていることが良く分かりました。今後も，バランスの良い時間の

使い方について考えさせていくとともに，引き続き家庭学習の取り組み方の指導や，積極的な読書

活動に取り組んでいきたいと思います。 

その他，「自分には，よいところがあると思わない」という児童は，１８.５％（問１５）と昨年より少し減

ったものの，まだまだ自己肯定感の低い児童が目立ちます。椿小の子どもたち全員が，自分の良さ

に気づき，もっと自信を持ってほしいと思います。そのためには，私たち教職員も，機会のあるごとに

子どもたちの良さを見つけて評価していきたいと思います。また，友だち同士で互いの良さを認め合

えるような活動を継続していきたいと思います。 

保護者の皆様も，普段から，お子さんの良いところを見つけ，小さなことでも惜しみなく褒めてあげ

てください。褒められたことによる小さな喜びの積み重ねが自己肯定感につながっていきます。 

このアンケート結果を今後の取組に生かし，これからも教職員一丸となって，お子さんの成長を支

援していきますので，ご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

 

平日のお忙しい中，本校の「夏休み作品展」にお越 

しいただき，ありがとうございました。 

全校の仲間や，たくさんの保護者の方に見ていただくことで，子ど

もたちはとても喜んでいました。あっと驚くアイディアの作品や，とても

丁寧なつくりの作品が，次の創作意欲につながったことと思います。 

作品を仕上げるために，お家でも様々な形で，ご支援をしていた

だいたことと思います。ご協力ありがとうございました。 

 


